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札幌腎友会定期総会

全国の透析患者28万人
経済危機で厳しい医療費

今
年
度
は
会
の
中
核
を
な
す
役
員
、
局
員
を
失
う
と

い
う
状
況
の
中
で
の
総
会
で
あ
り
、
高
齢
化
の
せ
い
か

出
席
者
も
減
少
し
て
い
て
今
後
に
問
題
を
残
し
て
い

て
、
そ
の
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。

平
成
二
一
年
五
月
一
七
日
闇
午
前
九

時
三
〇
分
よ
り
北
区
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
三
八
名
の
出
席
者
に
よ
り
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

坂
事
務
局
長
代
行
の
司
会
に
よ
り
開

始
さ
れ
、
逝
去
さ
れ
た
仲
間
の
冥
福
を

祈
り
全
員
で
黙
祷
の
後
、
鈴
木
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
昨
年
度
の
活
動
は
議
案
膏
に
も
あ
る

通
り
、
各
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
社
会
情
勢
な
ど
に
よ

り
会
員
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
事
や
、
堀
井

副
会
長
や
柳
沼
事
務
局
長
が
立
て
続

け
に
志
し
半
ば
で
逝
去
さ
れ
た
事
は

残
念
に
思
い
ま
す
。
ま
た
三
月
末
に

は
、
一
年
間
事
務
局
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
い
た
三
上
照
美
さ
ん
も
急
逝
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
腎
友
会
の
活
動

も
大
変
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
二
二
〇
年

前
に
透
析
療
法
が
始
ま
っ
た
頃
、
透

析
患
者
の
余
命
は
二
・
三
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
糖
尿
病
性

腎
症
か
ら
の
透
析
患
者
が
四
〇
％
を

越
え
、
透
析
導
入
年
齢
も
平
均
六
〇

歳
を
越
え
て
い
て
、
透
析
患
者
の
余

命
も
二
〇
年
三
〇
年
・
四
〇
年
と
延

び
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
透
析
患
者

数
は
二
八
万
人
を
越
え
て
い
る
と
思

わ
れ
、
国
の
透
析
医
療
費
は
一
兆
円

を
越
え
て
い
ま
す
。
一
〇
〇
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
の
中
、
私

達
透
析
患
者
を
め
ぐ
る
状
況
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

透
析
医
療
費
も
透
析
施
設
へ
の
圧
迫

に
よ
り
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
た
り
、
閉
鎖
や
廃
業
に
と
追
い
込

ま
れ
る
施
設
が
出
て
来
る
事
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら
は

七
五
歳
以
上
の
方
に
後
期
高
齢
者
医

療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
達
透
析
恩

者
を
含
め
一
定
以
上
の
陣
が
い
者
は

六
五
歳
か
ら
こ
の
適
用
に
な
り
、
低

所
得
者
に
重
い
負
担
に
な
っ
た
り
、

国
民
全
体
が
こ
の
医
療
狸
を
負
担
す

る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
厚

労
省
で
は
医
療
改
革
と
称
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
負
担
増
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
札
幌
市
に

お
い
て
も
身
体
障
が
い
者
交
通
費
助

成
制
度
の
見
直
し
と
、
私
達
透
析
患

者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年
一
月
に
は
会

員
の
皆
様
に
陳
情
署
名
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
て
、
な
ん
と
か
今
年
度
か

ら
の
実
施
は
阻
止
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
今
年
度
は
来
年
度
実
施
に
向

け
て
の
話
し
合
い
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
本
当
に
正
念
場
で
す
。
私

達
は
現
在
の
助
成
制
度
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
私
達
は
感
謝
の
気
持
を
忘

れ
ず
に
、
会
員
な
ら
び
関
係
者
と
共

に
透
析
患
者
の
皆
様
が
社
会
の
一
員

と
し
て
、
元
気
に
、
楽
し
く
毎
日
を

過
ご
せ
る
社
会
を
作
る
た
め
に
、
こ

の
様
な
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
活
動

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
」
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次
に
司
会
者
よ
り
、
ご
来
賓
の
札
幌

▲
　
市
議
会
議
員
の
招
介
が
あ
。
、
自
由
民

主
党
・
宮
村
も
と
子
様
、
民
主
党
・
市

民
連
合
・
長
谷
川
衛
様
、
日
本
共
産
党
・

村
上
　
仁
様
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北

海
道
・
伊
藤
ま
き
子
様
、
四
名
の
方
に

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
村
も
と
子
様
　
交
通
費
の
助
成
は
個

人
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
陣
が
い
者
、
健
康
を
害
し
て
い

る
方
の
生
き
る
道
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
、
ふ

ま
え
て
検
討
し
、
議
会
の
方
も
各
会

派
共
調
し
あ
い
な
が
ら
、
ま
た
各
議

員
と
も
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
利

用
す
る
人
の
立
場
で
良
い
着
地
点
を

兄
い
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
健
康
あ
っ
て
の
人
生
で
す
か
ら
、

仲
間
で
支
え
あ
い
な
が
ら
、
気
持
の

支
え
と
、
治
療
の
支
え
と
、
家
族
、

地
域
支
え
あ
い
を
大
事
に
し
な
が
ら

一
目
一
目
を
い
き
い
き
と
頑
張
っ
て

下
さ
い
。

長
谷
川
　
衡
様
　
腎
友
会
の
皆
様
の
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
理
解
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
私
も
今
回
厚
生
委
員
に

な
っ
た
事
も
あ
り
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
同
委
員
会
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
障

が
い
者
福
祉
の
問
題
を
一
番
重
要
な

問
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
上
　
仁
様
　
交
通
費
助
成
の
話
が

会
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
福
祉
パ

ス
を
含
む
、
約
七
位
円
の
削
減
の
計

画
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
事
業
規

模
は
縮
小
し
な
い
方
向
で
検
討
し
、

重
度
の
陣
が
い
者
の
中
身
は
変
更
し

な
い
方
向
で
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
皆
様
の
反
対
運
動
の
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
四
月
よ
り
厚
生
委

員
会
で
副
委
員
長
も
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
声
を
色
々
な

形
で
審
議
す
る
事
と
な
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
ま
き
子
様
　
い
つ
も
「
生
き
る
仲

間
」
を
拝
見
し
て
ま
す
。
大
変
厳
し

い
病
気
と
戦
い
な
が
ら
多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
事
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。
社
会
補
償
が
削
減
さ
れ
、

福
祉
と
医
療
の
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

後
退
し
て
い
ま
す
。
経
済
対
策
と
し

て
膨
大
な
税
金
が
注
ぎ
こ
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
本
当
に
必
要
な
所
に
分
配

さ
れ
て
い
く
の
か
、
本
日
も
交
通
費

助
成
の
意
見
を
聞
く
会
が
あ
り
ま
す

の
で
必
要
な
所
に
当
事
者
の
意
見
が

届
く
の
か
、
私
も
参
加
し
て
、
皆
様

の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
の
よ
う
な
心
強
い
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
小
澤
幹
事
に
よ
り
「
祝
竃
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
披
露
が
あ
り
（
別
頁

参照）ご
来
賓
退
場
後
、
庄
野
運
営
要
員
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
報
告
事

項
と
し
て

川
　
平
成
二
〇
年
度
活
動
報
告

（
坂
事
務
局
長
代
行
）

㈲
　
平
成
二
〇
年
度
決
算
報
告

（
矢
田
会
計
）

㈲
　
平
成
二
〇
年
度
監
査
報
告

（
棚
田
ま
ゆ
み
）

（
山
田
　
忠
彦
）

審
議
事
項
と
し
て

川
　
平
成
二
一
年
度
活
動
方
針
（
案
）

（
鈴
木
会
長
）

㈲
　
平
成
二
一
年
度
予
算
（
案
）

（
矢
田
会
計
）

【ご意見】
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
高
橋
様

議
長
の
報
告
で
、
出
席
者
数
が
三
八

名
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
会
則
に
よ
り

一
〇
〇
％
に
近
い
出
席
率
で
す
が
、
全

体
の
座
席
数
が
六
五
人
分
位
し
か
な

い
、
最
初
か
ら
一
〇
〇
人
が
出
席
す
る

事
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
総
会
に
対

す
る
ア
ピ
ー
ル
は
現
状
で
よ
い
の
で
し



伊藤まき子機　　　　　　　村上　　仁様　　　　　　　長谷川　衛横　　　　　　　　宮村もと子株

祝電披露の小澤さん

．簡廿節穴訂

監査報告の棚田さん佐）と山田さん

感謝状を授与された（瑚堀江氏夫人佐）と㈱柳沼氏夫人㈲

よ
う
か
。

【
回
　
答
】

事
務
局
　
笹
木
副
会
長

出
席
者
が
少
な
い
事
は
身
に
し
み
て

感
じ
て
ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
方
法
は
幹
事

を
通
し
て
議
案
書
等
を
配
付
し
、
出
席

出
来
な
い
場
合
は
「
文
書
発
言
用
紙
」

で
参
加
し
て
下
さ
い
と
働
き
か
け
を
し

て
ま
す
。
執
行
部
も
、
ど
の
様
な
働
き

か
け
を
す
る
か
と
か
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
本
日
出
席
の
皆
様
も
現
状

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
次
年
度
は
一

人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。
右
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
年

度
活
動
方
針
及
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま

した。㈱
　
平
成
二
一
三
二
年
度
役
員
（
案
）

田
辺
幹
事
よ
り
提
案
が
あ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
　
そ
の
他
と
し
て
事
務
局
長
代
行

よ
り
吉
い
鳥
は
が
き
」
の
協
力
、

苗
木
副
会
長
よ
り
道
腎
協
（
札
幌

大
会
）
　
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
大
野
副
会
長
の
挨
拶
で
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

（
報
告
　
坂
　
孝
光
）

へ
札
幌
南
一
条
病
院
）



ま　　　　　も

き　　　　　と

子　仁　衛　子

様　様　様　様

ゝ
コ＝

長

油　村　館　横　高　平

井　木　石　内　田　野

清　正　宗　龍　奏　哲

治　隆　隆　三　一　夫

様　様　様　様　様　様

（喝勤しぅ㌫警箋至芸言も！
茶話会では、「しっかり透析」の秘訣について資料を使って学ぶとともに、十分な食事（栄養摂取）

や運動の重要性について学習します。

その後はいくつかのグループに分かれて情報交換やおしゃべりなどをする予定です。

※会員・非会員問わず誰でも参加できますので、気軽に申し込みください。

・日　時：平成21年9月6日（印　午後1時半～午後3時半まで（受付午後1時から）

・場　所：北海道難病センター（北海道札幌市中央区南4条西10丁目）3階会議室

・定　員：20名程度

・参加費：無料

・参加申し込み先

札幌腎友会事務局（℡011－707－6789）

・メール：togavva＠ktahdobenelDまで

※メ【ルでのお申し込みには、氏名、施設名、性別、年齢、連絡先、電話番号をご明記ください。
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・
ベ
ー
タ
食
品
㈱

・
エ
ル
ビ
ス
㈱

サ

ン

プ

ル

提

供

・
札
幌
市
議
会
議
員

・
札
幌
市
議
会
議
員

・
札
幌
市
議
会
議
員

・
札
幌
市
議
会
議
員

自
由
民
主
党
　
宮
　
村

民
　
主
　
党
　
長
谷
川

日
本
共
産
党
　
村
　
上

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
　
伊
　
藤

臨

　

　

　

席

・
社
団
法
人
　
全
国
腎
臓
病
協
議
会

・
釧
路
地
方
腎
友
会

・
と
か
ち
腎
友
会

・
苫
小
牧
腎
友
会

・
小
清
水
腎
友
会

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会

・
紋
別
地
方
腎
友
会

・
札
幌
市
保
健
福
祉
局
　
　
　
陣
が
い
福
祉
担
当
部
長

・
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科

・
財
団
法
人
　
北
海
道
難
病
連

・
財
団
法
人
　
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク

・
札
幌
市
保
健
福
祉
局

保
健
所
長

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
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五
月
三
一
日
脚
一
〇
時
よ
り
第
三
二

回
総
会
、
一
三
時
よ
り
医
療
講
演
会
が

K
K
R
ホ
テ
ル
五
階
で
行
わ
れ
、
雨
の

中
速
方
よ
り
八
八
名
の
方
々
が
出
席
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
、
黙
と
う
後
、
道

腎
協
の
掛
札
副
会
長
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
で
は
自
民
党
道
連
副
会
長
・
北
海

道
地
方
議
連
会
長
　
清
水
誠
一
氏
、

民
主
党
北
海
道
幹
事
長
　
佐
野
法
充

氏
、
公
明
党
北
海
道
本
部
幹
事
長

佐
藤
英
道
氏
、
日
本
共
産
党
道
議
団

団
長
　
花
岡
ユ
リ
子
氏
（
代
理
　
小

田
一
郎
氏
）
、
触
北
海
道
臨
床
工
学

技
士
会
会
長
　
室
橋
高
男
氏
、
脚
北

海
道
難
病
連
代
表
理
事
　
高
田
泰
一

氏
か
ら
の
お
言
桑
を
い
た
だ
き
、
祝

電
で
は
高
橋
は
る
み
知
事
ほ
か
多
く

の
皆
様
よ
り
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
度
活
動
報
告
、
決
算

報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
平
成
二
一

年
度
活
動
方
針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
な
ど

を
聞
き
、
色
々
な
思
い
が
わ
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
腎
友
会
会
員
の
減
少
に

つ
い
て
は
、
矛
盾
や
憤
り
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
毎
年
大

半
の
非
会
員
の
患
者
の
方
々
が
知
ら
な

い
中
で
、
患
者
み
ず
か
ら
が
立
ち
上
が

り
、
勉
強
会
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
組
織

団
結
強
化
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
く
思
い
ま
す
。
患
者
数
は
増
え

て
い
る
の
に
会
員
数
は
減
少
し
て
い
る

事
も
悲
し
い
事
で
す
。
患
者
ひ
と
り
ひ

と
り
の
無
感
心
さ
が
感
じ
ら
れ
て
私
に

は
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。
午
後
一

時
か
ら
は
、
医
療
講
演
会
で
、
講
師
と

し
て
、
限
博
先
生
に
よ
る
『
災
害
時
に

お
け
る
透
析
医
療
提
供
体
制
～
福
岡
県

西
方
沖
地
震
と
情
報
伝
達
～
』
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

は
今
ま
で
、
正
直
災
害
が
起
き
て
し
ま

っ
た
ら
生
き
る
事
は
む
ず
か
し
い
事
だ

と
諦
め
て
い
ま
し
た
。
機
械
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
私
達
は
、
大
口
吊
の
水

と
磁
気
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
す
。
で
も
先
生
は
そ
の
中
で
も
生
き

て
い
く
と
い
う
事
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
災
害
に
よ
る
病
院
間
の
伝
達
方
法

を
、
よ
り
効
率
よ
く
さ
せ
る
た
め
の

色
々
な
手
段
を
考
え
て
下
さ
り
、
そ

れ
を
実
現
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う

講
演
内
容
に
、
私
は
感
激
と
安
心
感

を
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

私
達
患
者
自
身
も
、
災
害
に
あ
っ
た

か
ら
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
カ
リ

ウ
ム
、
水
分
は
気
を
つ
け
て
お
く
事

が
大
切
だ
と
い
う
事
や
、
私
達
は
機

械
を
頼
っ
て
生
き
て
い
る
け
れ
ど

も
、
ま
ず
は
自
分
自
身
を
守
り
、
管

理
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
強
さ
は
持

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
先
生

は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は

災
害
が
起
き
た
と
し
て
も
光
は
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
と

い
う
強
い
心
を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
な

と
改
め
て
思
え
た
お
話
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
報
告
　
工
藤
　
る
み
）

八
三
樹
会
病
院
）
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道
腎
協
道
央
グ
ル
ー
プ

活
動
始
ま
る
！

道
腎
協
の
活
動
に
お
い
て
札
幌
腎
友

会
な
ど
の
地
方
腎
友
会
の
活
動
は
、
広

い
北
海
道
ゆ
え
、
全
日
∵
役
員
の
体
力

や
、
交
通
宿
泊
費
等
の
面
に
お
い
て
、

困
難
が
伴
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
一
〇
月
一
二
日
脚
の
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
（
旭
川
）
に
於
て
、
今
後

の
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
、
「
グ
ル
ー

プ
活
動
」
が
承
認
さ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

札
幌
腎
友
会
も
「
道
央
グ
ル
ー
プ
」

の
一
員
と
し
て
　
（
組
織
図
参
照
）
活
動

す
る
こ
と
と
な
り
、
昨
年
二
月
の
準

備
会
議
を
経
て
今
大
会
の
分
科
会
に
於

て
今
年
の
活
動
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し

た。

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
「
介
護
保

険
」
に
つ
い
て
の
役
員
講
習
会
を
計
画

中
で
、
道
央
グ
ル
ー
プ
全
体
で
三
〇
名

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

講
師
陣
は
市
役
所
な
ど
の
実
務
担
当

者
を
予
定
し
て
、
介
護
保
険
、
認
定
の

実
際
な
ど
具
体
的
説
明
・
指
導
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
専
門
知
識
を
身
に
つ
け

会
員
の
皆
様
や
入
会
の
お
さ
そ
い
の
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
日
は
、
幹
事
役
員
の
通
院
の
都

合
で
日
曜
日
（
一
一
月
一
日
予
定
）
と

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
事
情

お
察
し
の
上
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
、
グ
ル
ー
プ
活
動
初
め
て

の
行
事
で
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

道
央
グ
ル
ー
プ
代
表

札
幌
腎
友
会
　
庄
野
一
男



札幌腎友会の取り組み

H
H
H
－
目
前
H
H
H
椚
‖
べ

榊
湖
潤
冊
順
Ⅷ

札
幌
市
は
、
平
成
二
二
年
度
実
施
予
定
の
「
障
が
い

者
交
通
費
助
成
制
度
」
の
新
た
な
具
体
案
を
七
月
下
旬

か
ら
八
月
上
旬
に
市
議
会
厚
生
委
員
会
に
発
表
の
予
定
。

市
は
身
体
降
が
い
・
精
神
降
が
い
の
重
度
一
二
一
級

（
透
析
患
者
は
ほ
と
ん
ど
が
身
体
障
害
一
級
、
し
か
し
、

三
級
の
方
も
い
る
）
。
知
的
陣
が
い
A
に
関
し
て
は
福

祉
乗
車
証
の
存
続
と
タ
ク
シ
ー
券
・
ガ
ソ
リ
ン
券
の
現

行
額
を
維
持
す
る
、
だ
が
三
・
四
級
は
助
成
額
を
削
減

の
方
向
と
し
て
い
ま
す
。
（
札
幌
腎
友
全
役
員
と
市
障

が
い
福
祉
課
の
意
見
交
換
会
、
市
主
催
の
意
見
交
換
会
、

市
議
会
本
会
議
で
の
各
党
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
に

お
い
て
も
明
言
）

札
幌
腎
友
全
役
員
七
名
と
市
陣
が
い

福
祉
課
の
意
見
交
換
会
で
は
、
役
員
か

ら
「
交
通
費
助
成
は
札
幌
市
の
五
〇
〇

〇
人
前
後
の
透
析
患
者
に
と
っ
て
生

活
・
経
済
に
関
わ
る
間
喝
透
析
患
者

の
高
齢
化
や
合
併
症
か
ら
、
今
後
ま
す

ま
す
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
、
む
し
ろ
拡
充
を
望
む
。

当
初
の
案
の
時
か
ら
七
億
円
削
減
の
話

が
出
る
こ
と
事
態
が
お
か
し
い
」
　
「
素

朴
な
疑
問
と
し
て
地
下
鉄
は
空
で
も
走

る
、
障
害
者
一
人
や
二
人
乗
っ
て
も
変

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？
　
日
的
別
制

度
の
充
実
を
」
　
「
白
石
の
バ
ス
問
題
で

は
転
院
す
る
人
が
増
え
た
二
父
通
費
助

成
の
事
は
経
済
的
に
大
き
な
問
題
」
等
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌

市
陣
が
い
者
政
策
提
言
サ
ポ
ー
タ
ー
会

議
は
「
福
祉
乗
車
証
の
存
続
と
む
し
ろ

拡
充
を
」
と
、
上
田
市
長
へ
二
回
目
の

提
言
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
議

会
本
会
議
代
表
質
問
で
は
、
各
会
派
と

も
、
障
害
者
の
立
喝
に
立
つ
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

当
初
平
成
二
一
年
度
見
直
し
実
施
が

平
成
二
二
年
度
実
施
に
延
び
、
重
度
一
・

二
級
の
助
成
が
ほ
ぼ
現
行
ど
お
り
と
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
事
は
、
皆
さ
ん
の

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
（
今
ま
で
の
経
過

詳
細
に
つ
い
て
は
〝
生
き
る
仲
間
″
八

甲
八
五
八
七
号
〝
生
き
る
仲
間
″
臨

時
一
九
二
一
〇
三
一
号
に
掲
載
）
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
市
が
示
し

て
い
る
方
向
の
中
で
、
三
・
四
級
に
関

し
て
の
助
成
額
削
減
、
定
期
券
廃
止
、

精
神
障
孝
二
級
の
助
成
額
に
つ
い
て
の

問
題
等
、
こ
の
「
隙
が
い
者
交
通
費
助
成

見
直
し
」
は
、
今
後
の
札
幌
市
の
障
害

者
施
策
の
理
念
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
副
会
長
　
福
原
真
理
子
）



■平成21年
4月2日（杓　政策提言サポーター会議

上田市長に陣がい者交通費助成に関しての2回の提言‾舌提出

4月7日㈹『札幌市の「降がい者交通費助成」削減に反対する連絡会』（連絡会）と札幌市担当課

との話し合い

市人事異動で村木部長・天田課長に

4月30日（粥　連絡会　札幌市担当課との話し合い

5月10日旧）札幌腎友全役員7名と札幌市陣がい福祉課（庄中係長と小林移動支援担当係）との意

見交換会実施

5月18日胴）札幌市主催「陣がい者交通費助成について」の意見交換会

札幌市社会福祉総合センター　田辺運営委員　参加

5月27日㈱・28日（粥　札幌市議会本会議「陣がい者交通費助成について」

【代表貸間】

民主党　小川議員

自民党　佐々木議員

共産党　伊藤議員

6月5日励　連絡会　市議会民主党訪問　1名参加

三宅議員急用のため、事務局塩田氏応対

6月11日（湘　連絡全　市担当課との話し合い

6月17日㈹　連絡会　市議会市民ネットワーク訪問1名参加

伊藤議員応対

6月26日働　連絡会　市議会公明党訪問1名参加

あちら議員応対

7月3日幽　連絡会　市議会自民党訪問　1名参加

村松議員応対

7月10即効　連絡会　交通局訪問　1名参加

その他、1～2回／月　連絡会事務局会議参加

※3月6日提出『札幌市の「陣がい者交通費

助成」削減に反対する連絡会』統一要望書

賛同団体は現在56団体に、難病連も参加。

5月10日㈲陣がい福祉課と
札幌腎友会との意見交換会
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新種座骨垂易の思い

知
識
・
癒
し
・
社
会
参
加

高
　
須
　
喜
久
男

（
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院
）

昨
年
、
亡
く
な
ら
れ
た
稲
田
さ
ん
に

バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
て
幹
事
を
引
き
受
け

ま
し
た
が
、
大
し
た
自
覚
も
な
く
会
費

集
め
を
始
め
ま
し
た
が
、
一
年
経
っ
た

今
は
、
多
く
の
人
と
挨
拶
を
交
わ
し
、

口
を
利
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
「
道
腎
協
の
総
会
」

で
、
難
病
連
の
方
が
短
い
挨
拶
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
病
気
に
対
す

る
知
識
を
共
有
し
、
仲
間
と
の
癒
し
を

感
じ
、
社
会
参
加
を
通
じ
て
貢
献
す
る
」

こ
と
が
会
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
だ
と
い
う
説
明
を
聞
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
長
年
、
こ
の
こ
と
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の
年
輪
を
感
じ
ま

した。こ
の
度
、
ま
だ
会
の
様
子
が
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
運
営
委
員
を
引
き
受

け
た
と
思
っ
た
ら
、
組
織
検
討
委
員
長

を
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
だ
戸
惑
っ

て
い
る
所
で
す
。
先
人
た
ち
が
獲
得
し

て
き
た
透
析
医
療
に
対
す
る
保
障
が
怪

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
会
員
の
増
強

と
積
極
的
な
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。
皆
さ
ん
が
大
き
な
事

情
を
持
ち
な
が
ら
会
の
運
営
に
一
生
懸

命
努
力
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
頭
が

下
が
り
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
前
提
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
組
織
の
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う

と
は
思
い
ま
す
が
、
目
の
前
で
毎
日
の

よ
う
に
体
験
し
て
い
る
病
院
関
係
者
と

患
者
や
家
族
と
の
関
係
が
病
院
に
よ
っ

て
大
き
く
適
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
注

目
し
て
い
ま
す
。
病
院
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変
活
発
で
、
楽
し
く

い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
か
ら
は

程
遠
い
サ
ー
ビ
ス
し
か
受
け
ら
れ
な
い

厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ

ス
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
よ
う
で

す
。
自
分
勝
手
に
流
れ
が
ち
な
時
代
の

傾
向
で
す
が
、
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
の
で
す
か
ら
「
助
け
合
い
」
の
気

持
ち
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
「
知
識
を
共
有
す
る
」
努
力

は
か
な
り
実
行
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま

す
が
、
「
癒
し
」
に
つ
い
て
は
、
う
ま

い
仕
組
み
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
境
遇
に
あ
る
の
で
、
よ
ほ
ど

の
工
夫
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

も
、
ほ
ん
の
一
部
の
人
し
か
参
加
で
き

ま
せ
ん
。
最
近
に
な
っ
て
、
よ
り
身
近

な
日
々
の
苺
ら
し
の
中
で
き
め
細
か
な

交
流
が
で
き
れ
ば
う
ま
く
行
く
か
も
し

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
「
社
会
参
加
」
に
つ
い

て
は
、
会
の
具
体
的
な
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
れ
ば
、
自
然
に
自
覚
で
き
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
事
情
に

無
理
を
し
な
い
範
囲
で
「
躊
躇
せ
ず
に

先
ず
参
加
し
て
み
る
」
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
結
果
と
し
て
新
し
い
自
分
の
ス

タ
イ
ル
の
「
透
析
ラ
イ
フ
」
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
透
析
九
年
目
、
六
九
歳
）



近
頃
思
う
こ
と

山

　

田

　

忠

　

彦

（
北
光
記
念
病
院
）

今
年
度
新
し
く
運
営
委
員
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
感
じ
る
ま
ま
に
吾

い
て
み
ま
す
。

今
国
会
で
「
臓
器
移
植
法
」
の
改
正

案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律

が
施
行
さ
れ
て
二
年
に
な
り
ま
す

が
、
諸
外
国
に
く
ら
べ
臓
器
移
植
が
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
こ

れ
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
、
今
回
A
、
B
、

C
、
D
と
四
つ
の
法
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
　
「
生
き
る
仲
間
」
が
出
る

こ
ろ
に
は
採
決
さ
れ
て
一
定
の
結
論
が

だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
私

の
感
想
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
不
十
分

な
国
会
審
議
（
情
け
な
い
こ
と
に
テ
レ

ビ
の
放
映
中
で
審
議
中
、
居
眠
り
し
て

い
る
議
員
も
い
ま
し
た
）
、
国
民
的
合

意
・
理
解
の
不
十
分
な
状
況
を
考
え
る

と
採
決
が
性
急
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。

私
は
札
幌
腎
友
会
の
再
提
供
キ
ヤ
ン

ペ
」
ノ
実
行
委
員
会
」
の
委
員
に
な
っ

て
い
て
、
か
ね
が
ね
門
移
植
の
促
進
を

願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
「
脳
死
」
を
「
人

の
死
」
と
す
る
か
ど
う
か
と
か
、
な
に

よ
り
も
人
の
命
に
か
か
わ
る
医
療
、
生

命
倫
理
が
問
わ
れ
る
問
題
で
国
民
的
合

意
・
納
得
が
必
要
な
事
柄
で
す
。
こ
の

こ
と
が
無
け
れ
ば
た
と
え
法
律
が
で
き

て
も
絵
に
画
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
患
者
会
の
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
だ
け
で
は
国
民
の
理
解
に
は
限
度

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
臓
器
移
植
を
待

ち
望
む
患
者
や
家
族
の
た
め
に
、
国
の

も
っ
と
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し

た
い
で
す
。

私
は
こ
の
五
月
で
透
析
歴
満
一
〇
年

に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
同
じ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
透
析
の
は
じ
め
の

頃
し
ば
ら
く
は
食
事
制
限
、
透
析
者
用

の
食
事
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
た
ん
ば

く
閂
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
の
問
題
な
ど

栄
養
士
さ
ん
か
ら
指
導
さ
れ
た
り
、
本

か
ら
学
ん
だ
り
と
。
し
か
し
一
番
苦
労

し
た
の
は
私
の
妻
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
妻
は
野
菜
の
茹
で
こ
ぼ
し
に
そ

の
都
度
手
間
が
か
か
っ
て
大
変
の
よ
う

で
し
た
。
私
も
食
事
作
り
に
こ
の
頃
か

ら
加
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

理
科
の
教
師
で
し
た
の
で
リ
ン
、
カ
リ

ウ
ム
、
た
ん
ば
く
質
等
に
は
妻
よ
り
も

得
意
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
現
在

は
こ
れ
等
に
あ
ま
り
神
経
質
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
な
れ
た
せ
い
も
あ
り
ま

す
が
正
直
に
言
っ
て
手
抜
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
に
は
「
ア
ー
ガ
メ

イ
ト
ゼ
リ
ー
」
、
リ
ン
に
は
最
近
「
ホ

ス
レ
ノ
ー
ル
」
が
処
方
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
こ
れ
等
に
頼

っ
た
食
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
リ
ン
に
は
「
リ
ン
ゴ
酢
カ
ル
シ
ウ
ム
」

を
併
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
薬
品
で

は
無
く
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
市
販
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
私
に
は
「
カ

ル
タ
ン
」
よ
り
も
効
き
が
よ
く
「
カ
ル

タ
ン
」
を
止
め
て
し
ば
ら
く
は
こ
れ
だ

け
を
服
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
透

析
技
術
が
進
歩
し
て
き
た
と
は
い
え
、

や
は
り
基
本
は
正
し
い
食
串
だ
と
思
い

ま
す
。
合
併
症
を
極
力
減
ら
し
、
で
き

る
だ
け
長
生
き
を
す
る
に
は
そ
れ
が
最

良
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
か
ら
札
幌
腎
友
会
の
組
織
検
討

委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
「
財
政
悪
化
」
を
口
実
に
し

た
社
会
保
障
費
の
毎
年
二
二
〇
〇
億
円

も
の
減
額
に
よ
り
診
療
報
酬
の
引
き
下

げ
、
食
事
代
の
自
己
負
担
、
マ
ル
障
一

割
負
担
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
差
別
医

療
な
ど
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
の
現
場
、

患
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
患
者
会
の
先

非
た
ち
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
運
動
で

得
た
成
果
が
取
り
崩
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
患
者
の
生
活
と
命
は
患
者
自
身
の

運
動
の
発
展
で
し
か
守
れ
ま
せ
ん
。
会

員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
増

勢
を
め
ざ
し
て
こ
の
た
び
組
織
検
討
委

員
会
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
数
は
力
に

転
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
腎
友
会
が
透

析
患
者
全
体
を
実
質
代
表
で
き
る
組
織

ま
で
前
進
し
他
の
患
者
団
体
と
も
共
同

団
結
す
れ
ば
発
言
力
も
増
し
、
国
の
政

策
に
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
で
し
ょ

う
。
腎
友
会
の
前
進
を
患
者
自
身
が
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
み
ん
な
で
取

り
組
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。キ
言



《《《《《ひろば》》》》》

透析しながら出産
永田　友香
（札幌北クリニック）

⑳⑳

すくすく育つ三姉妹

透
析
を
導
入
し
て
四
年
経
過
し
ま
し

た
。
高
校
三
年
生
の
時
尿
検
査
で
腎
炎

に
な
っ
た
事
が
分
か
り
、
急
性
腎
炎
か

ら
慢
性
腎
炎
に
な
り
入
退
院
を
繰
り
返

す
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
二
三
歳
の

時
長
女
を
出
産
二
元
歳
の
時
次
女
を

妊
娠
。
当
時
の
病
院
の
産
科
の
先
生

に
「
出
産
後
透
析
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
赤
ち
ゃ
ん
諦
め
る
か
、
よ
く
考

え
て
ご
主
人
と
相
談
し
て
下
さ
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
出
産
二
週
間
前
ま
で

働
き
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
諦
め
な
い
で
良
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
か
ら
三
年
頭
痛
・
身
体
の
だ
る
さ
な

ど
症
状
が
出
始
め
、
知
人
か
ら
の
紹
介

で
、
平
成
一
七
年
一
月
岩
見
沢
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
通
い
、
五
月
一
四
日
シ
ャ
ン
ト

の
手
術
を
し
、
一
七
日
仕
事
が
出
来
な

い
く
ら
い
具
合
が
悪
く
な
り
病
院
へ
直

行
。
そ
の
日
か
ら
透
析
が
始
ま
り
ま
し

た。

平
成
一
九
年
四
月
札
幌
へ
。
札
幌
北

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
通
院
。
そ
の
年
の
一
一

月
二
七
日
私
の
誕
生
日
の
日
体
調
が
悪

か
っ
た
の
で
病
院
へ
行
き
、
妊
娠
し
て

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た

け
ど
透
析
し
な
が
ら
出
産
出
来
る
か
不

安
で
知
識
不
足
で
し
た
。
婦
長
に
電
話

で
報
告
す
る
と
、
理
事
長
・
院
長
先
生
・

看
護
師
さ
ん
方
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
出
産
し
た
N
病
院
の
産
科
の
先
生

に
最
初
私
の
よ
う
な
透
析
患
者
の
妊

娠
・
出
産
の
ケ
ー
ス
は
初
め
て
で
、
リ

ス
ク
が
大
き
い
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
ん

な
状
態
で
産
ま
れ

て
く
る
か
分
か
ら

な
い
か
ら
出
産
に

は
反
対
さ
れ
ま
し

た
。
主
人
は
諦
め

て
も
い
い
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た

が
、
お
腹
の
子
が

順
調
に
育
っ
て
る

の
を
感
じ
産
む
決

意
を
し
ま
し
た
。

妊
娠
中
の
つ
わ
り

が
軽
く
、
食
欲
も
あ
り
、
体
重
の
増
加

が
多
く
先
生
や
看
護
師
さ
ん
か
ら
注
意

さ
れ
る
事
し
ば
し
ば
。
妊
娠
が
分
か
っ

た
時
点
で
週
四
回
の
通
院
で
五
時
間
透

析
二
三
週
目
に
N
病
院
へ
入
院
。
二

週
間
後
か
ら
過
五
回
の
透
析
。
五
月
に

入
り
週
六
回
の
透
析
。
月
曜
日
は
四
時

間
。
そ
れ
以
外
の
曜
日
は
三
時
間
で
し

た
。
私
の
場
合
は
、
「
羊
水
過
多
症
」
だ
っ

た
か
ら
羊
水
検
査
を
毎
日
し
ま
し
た
。

透
析
前
後
で
検
査
し
た
ら
、
透
析
後
で

羊
水
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
事
が
分
か

り
ま
し
た
。
六
月
一
〇
日
朝
、
透
析
に

行
く
前
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
病
室
へ

戻
っ
た
ら
出
血
。
陣
痛
に
な
り
二
時

五
九
分
二
五
〇
四
g
男
の
子
を
出
産
し

ま
し
た
。
舌
癌
で
二
～
三
日
保
育
器
に

入
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
二
〇
日
後
子
供
と

一
緒
に
退
院
出
来
ま
し
た
二
二
ケ
月
入

院
し
て
い
る
間
主
人
が
仕
事
・
家
事
・
子

供
達
の
世
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
産
ま
れ
た
子
の
名
前
（
（
紅
）

れ
い
ん
）
と
名
付
け
、
今
年
一
歳
を
迎

え
ま
し
た
。
透
析
患
者
で
も
諦
め
ず
、

希
望
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

※
連
載
の
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
は
著
者

の
都
合
上
、
し
ば
し
休
み
ま
す
。



障害者自立支援法における 

利用者負担の軽減措置について 
同法の内、「利用者負担の軽減措置」（担当の収入があり特定疾病2万円負担の人）について、当 

初より3年間で見直しの予定となっていたため、平成21年3月末日までの措置とされていました。 

札幌腎友会幹事会や道腎協ブロック会議に（平成20年11月12日・旭川大会）おいて会員より質問 

がありました。同大会では全腎協役員の「栗原常務理事」が出席されていましたが未だ国の方針が 

打ち出されて無く、「継続してもらえるよう働きかける」との答えとなっていました。 

国の働きがあったのは昨年11月25日に「社会保障審議会障害者部会」において議論が整理され軽 

減措置は〔更に継続して実施すべき〕と表現されました。 

以上の内容は全腎協より道腎協へメール連絡で入り同事務局より12月5日付で「至急連絡」とい 

うかたちで各地域腎友会へ連絡が入っていましたが、すでに途中申請済みの方で札幌市が、3月31 

日付までと認定された場合の救済がはっきりしない状態となっていました。 

申請済みの方々は大変気がかりであったことと、思われます。 

今年3月に入り全腎協より具体的な「経過的特例期限の延長」について道腎協へ連絡が入り、事 

務局より「道保険福祉部福祉局障害福祉課」に手続き方法等を問い合わせ下記の解答を得て3月4 

日付で各地域腎友会に「至急連絡」として配信されました。 

言己 

【ケース1】平成21年4月1日以降を支給認定開始とする方 

○支給認定手続きを行って下さい。 

○受給者証の交付は遅れますが、そのまま継続されます。 

【ケース2】年度途中で申請し、平成21年3月31日迄しか認定されていない方 

○本人が再申請することなく、当初の申請通りに延長されることになっています。まず 

は、市町村に確認をして下さい。 

一定所得以上の会員の方々には、大変気をもまれたと思いますが、報告が遅れおくれになったこ 

とをお詫びします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集部） 

3

札
幌
腎
友
会
で
は
左
の
要
領
に

て
記
念
の
集
い
と
一
〇
周
年
透
析

者
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
二
一
年

一
〇
月
二
五
日
脚

正
午
一
二
時
よ
り

●
場
所
　
K
K
R
ホ
テ
ル
札
幌

札
幌
市
中
央
区

北
四
条
西
五
丁
目

●
会
費
　
四
〇
〇
〇
円
（
お
一
人
）

●
内
容

・
記
念
式
典

・
一
〇
年
透
析
者
表
彰

・会食
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
津
軽
三
味
線
ほ
か
）

●
申
込
　
各
施
設
幹
事
さ
ん
に
詳

細
を
確
認
の
上
お
申
込

み
下
さ
い
。
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腎臓の機能 土W9�8,ﾈ鳧,亢�+�.���ﾘ,ﾉ~��

水　の　排　泄 儿(鵰��-�*ﾘ-ﾘ�ｨ��ﾘ(ﾈﾈ�8��G��X鵰�仆�,��X*ｩzﾘ-ﾈ.��｢�

酸・電解質の排三世 �4�5h6��ｸ5h5����ﾈ,伜�*ｩzﾘ-ﾈ.��ｨ���
高カリウム血症、高リン血症 

老廃物の排させ 僖�<X��亢9ZｩW8盜�Y�駅�.�岑�Yｧ�6h�X�8���･��｢�

造血ホルモン産生 儼霾ﾂ�

ビタミンD活性化 �.�4ｨ8ｸ5h4X8�ﾈﾈ���ﾙﾈ,ﾃ��X�ﾈ,ﾉ.�屬�

腎
臓
は
腰
上
部
の
両
側
に
あ
る
そ
ら
豆

の
よ
う
な
形
を
し
た
握
り
拳
く
ら
い
の
大

き
さ
（
長
さ
一
〇
～
一
一
c
m
X
五
～
六

c
m
、
幅
四
～
五
c
m
で
、
一
つ
の
壷
さ
は
約

一
二
〇
～
一
五
〇
g
）
の
左
右
一
対
の
臓

器
で
す
。
腎
臓
の
基
本
的
な
役
割
は
心
臓
か
ら
送

ら
れ
た
血
液
を
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
し
出
す

誓

…

　

　

　

　

ハ

　

　

　

■

血
液
が
濾
し
だ
さ
れ
て
尿
が
出
来
る
部

位
を
糸
球
体
（
し
き
ゅ
う
た
い
）
と
言
い

ま
す
。
こ
の
糸
球
体
か
ら
濾
し
出
さ
れ
た

尿
は
尿
細
管
（
に
ょ
う
さ
い
か
ん
）
と
い

う
管
を
通
り
ま
す
。
さ
ら
に
尿
細
管
が
集

う
か
ん
）
を
通
っ
て
、
膀
胱
に
集
め
ら
れ

る
の
で
す
。

こ
の
糸
球
体
と
尿
細
管
は
ペ
ア
に
な
っ

て
い
て
、
一
つ
の
腎
臓
に
約
一
〇
〇
万
個
、

左
右
l
う
で
二
〇
〇
万
個
も
あ
り
ま
す
。

目
撃
賢
慮
管
∴

造
血
ホ
ル
モ
ン
（
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
）

を
つ
く
り
、
血
圧
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た

り
、
貧
血
を
防
い
だ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

吸
収
し
て
竹
を
作
る
ビ
タ
ミ
ン
D
を
活
性

化
し
て
、
竹
の
n
山
や
質
の
維
持
や
カ
ル
シ

ウ
ム
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
（
腎
不
全
）
、
こ

れ
ら
の
異
常
を
き
た
す
と
下
表
の
よ
う
な

問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
が
お
わ
か
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

腎
臓
の
最
も
重
要
な
役

割
は
血
液
を
濾
過
し
て
尿

を
つ
く
り
、
こ
れ
を
体
の

外
に
排
泄
す
る
こ
と
で

す
。
食
串
や
飲
水
な
ど
に

よ
っ
て
体
に
溜
ま
る
余
分

な
水
分
や
酸
・
電
解
駆
巧

老
廃
物
を
尿
と
し
て
体
の

外
に
排
泄
。
必
要
な
も
の

は
再
吸
収
し
て
体
内
に
留

め
、
体
内
を
一
定
の
環
境

に
維
持
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
腎
臓
は
血
圧
を

維
持
す
る
ホ
ル
モ
ン
（
レ

ニ
ン
）
や
血
液
を
つ
く
る

再
不
全
治
療
選
択
小
冊
子
よ
り
）



高村田

橋瀬宮　　　　野永菓田

さ　　聡英
ゆ
り　睦子子

節文英

子　千代

早早

五田小大鹿北
十
嵐中林坂糠田　　上中

京　　和美典三　　一至
栄　　意　　呂

子真雄子子子　　子子

藤自荒美本

本坂井滅多

恵国健帽

顕子子一子

原屈岡井

君紀る祐
代　り

枝子子子

■現行の臓器移植法と改正案の違い

＼ 侏ｸ��ﾗ8��d��A　　　案 

脳死の 位置づけ 冏ｹ�ﾈ,���ﾙ/�ｹ��「人の死」が前 の意思がある喝 �/��(彿��,僵ｹ.��
合のみ「人の死」 仍�Mｸﾊ�/�Dh-�.��

臓裾提供 冏ｹ�ﾈ,ﾈ�8輊,h彙�家族の同意（本 人が拒否の均合 は除く） 
の　条件 ���,ﾉ:�2�

子ども からの 臓器堤供 ��Xﾜ駛)i�,ﾘｽh鈔�年齢制限なし 

そ　の他 ��ﾂ�親族への臓舘の 
の特色 剌r先堤供 
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青
い
鳥
は
が
き
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◎
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐

　

藤

　

京

　

子

達
　
見
　
し
ま
子

坂
　
本
　
ウ
メ
子

消

　

水

　

フ

　

ミ

高

　

柳

　

昌

一

◎
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク

赤

　

川

　

良

　

介

掛

　

端

　

ト

　

ミ

太

　

田

　

吉

　

光

沢千松只

工
　
藤
　
美
智
子

◎
H
・
N
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
さ
っ
ぽ
ろ
乗

庄

　

野

一

男

◎
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

金

　

野

　

正

　

明

南

　

　

昇

一

◎
勤
医
協
中
央
病
院

木

　

谷

　

憩

　

男

鹿

　

糠

　

　

登

田村

高

　

山

宇

　

野

苗苗

森

　

野

　

　

席

前
　
川
　
美
代
子

山

　

内

　

文

　

夫

◎
五
輪
楕
内
科
病
院

五
十
嵐
　
義
　
的

平

　

林

　

国

　

男

増
　
井
　
ア
ヤ
子

山

　

田

　

勝

　

実

木

　

村

一

郎

宮
　
本
　
千
鶴
子

◎
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴

　

木

　

啓

　

三

高

　

橋

　

藤

　

雄

◎
札
幌
東
ク
リ
ニ
ッ
ク

本

　

田

　

幸

　

子

◎
札
幌
北
檎
病
院

新

　

井

　

静

　

子

山

　

内

　

　

慧

倉

　

本

　

　

励

川

　

原

　

武

　

明

松

　

田

　

柴

　

吉

◎
札
幌
南
一
条
病
院

坂

　

　

孝

　

光

◎
三
樹
全
病
院

工

　

藤

　

る

　

み

鈴

　

木

　

洋

　

子

佐
々
木
　
美
智
子

卯

　

野

　

照

　

美

加

　

藤

　

久

　

子

田

　

辺

　

哲

　

明

藤

　

井

　

唯

　

嗣

桑

　

元

　

幸

　

男

矢

　

田

　

孝

　

子

立

　

花

　

雅

　

弘

◎
J
R
札
幌
鉄
道
病
院

中

　

的

一

夫

◎
仁
檎
全
病
院

山

　

田

　

　

裕

◎
桑
薗
中
央
病
院

本

　

田

　

　

敏

◎
て
い
ね
泌
尿
器
科

中

　

川

　

敏

　

男

大

　

照

　

政

　

昭

西

　

山

　

立

　

子

徳
　
井
　
不
二
子

◎
中
野
医
院

福
　
原
　
詫
理
子

◎
新
井
田
医
院

伊

　

藤

　

義

　

昭

◎
星
野
泌
尿
器
科

水

　

谷

　

義

　

彦

梅

　

津

　

和

　

代

◎
宮
の
森
紀
念
病
院

小
　
澤
　
由
紀
惑

◎
石
狩
病
院

工

　

藤

　

　

修

◎
も
な
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

大

　

渕

　

道

　

男

森

　

田

　

信

　

子

片

　

山

　

末

　

子

大

　

野

　

武

　

昭

奥

　

　

清

　

江

中

　

谷

　

秀

　

機

◎
篠
路
は
ま
な
す
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
　
崎
　
美
津
子

遠

　

山

　

サ

　

ダ

新

　

山

　

栄

　

子

中
　
崎
　
千
江
子

金
　
津
　
千
枝
子

機片堀笹

新
井
田
医
院
の
伊
藤
義
昭
様
は
、
昨
年
度

ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
た
も
の
を
、
事
務
局

の
手
違
い
で
「
生
き
る
仲
間
」
に
報
告
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
今
年
度
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下

さい。

臓
器
移
植
法
は
九
七
年
一
〇
月
に
施
行

さ
れ
臓
器
提
供
に
は
、
托
‥
面
で
示
し
家
族

も
拒
ま
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
か
つ
、

一
五
歳
未
満
は
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
し

た。

近
年
世
界
保
健
機
閲
（
W
H
O
）
が
渡
航

移
植
を
規
制
す
る
方
向
に
動
き
を
見
せ
、

そ
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、

改
正
案
が
衆
院
通
過
に
続
き
、
二
〇
〇
九

年
七
月
≡
一
日
参
院
も
可
決
と
な
り
成
立

し
、
公
布
の
一
年
後
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

現
行
法
と
改
正
移
植
法
（
A
案
）
は
左
の

と
お
り
で
す
。



く事務局活動経過報告〉

3月13日　“どうじん’’第124号発送

15日　第3回幹事会（北区民センター34名）

25日　事務局打合せ　　　　　　　　（7名）

31日　“生きる仲間”第87号発行

4月7日　会費納入願い発送

“生きる仲間”臨時23号発行

21日　札幌腎友会定期総会議案書発送

23日　事務局打合せ　　　　　　　　（6名）

総会打合せ　　　　　　　　　（6名）

30日　道腎協総会議案一首発送

5月12日　道腎協総会ポスター発送

“ぜんじんきょう”恥．233発送

17日　平成21年度第3∠1回定期総会

（北区民センター∠13名）

21日　事務局打合せ　　　　　　　　（6名）

新型インフルエンザに関して札幌保健

所に問合せ

26日　生きる仲間編輿委員会　　　（4名）

6月7日　役員会

21日　第1回幹事会打合せ　　　　　（12名）

23日　や務局打合せ　　　　　　　　（7名）

7月12日　平成21年度第1回幹事会　　　（33名）

■事務局だより■

◎難病連への協力事業として、毎年取り組んでお

ります大通ビアガーデン利用券の販売にご協力

お願い致します。

◎腎提供者拡大街頭キャンペーンを9月27日旧）に

大通西3丁目において開催します。皆様のご協

力をお願い致します。

◎ご寄付を頂戴しております。会活動に役立たせ

ていただきます。ありがとうございます。

・吉田　嘉美様（個人会員）より　　　3．000円

・故堀井　和彦様（光星泌尿器科医院）

奥様より　　　　　　　　　　　　　10，000円

◎鉛筆（1ダース）り＼ガキのご寄付を丁頁赦してお

ります。会活動に役立たせていただきます。あ

りがとうございます。

・勤医協中央病院　　　　　　　鹿糠　　登楼

逼
／／l t”

）

聖
16

昭
和
4
8
年
1
月
1
3
日
　
第
3
穫
郵
便
物
肥
可
　
　
発
行
所
　
北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
　
　
（
購
読
料
は
会
辛
に
含
む
）
　
娘
価
十
5
0
円

平
成
2
1
年
7
月
1
0
日
発
行
（
毎
月
1
0
日
発
行
）
　
　
印
刷
所
　
㈱
北
海
遺
機
関
紙
印
刷
所

〔
ご
　
卦
　
報
〕

三
上
　
照
美
さ
ん

平
成
二
一
年
三
月
二
六
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
よ
り
平
成
一
六
年

度
ま
で
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
幹
事
、

平
成
二
〇
年
度
よ
り
事
務
局
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
生
前
の
姿
を
偲
び
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ます。


